
      

 

平成 28 年３月 31 日 

各 位 
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（コード番号：3607 東証第 1 部）

問合わせ先  常務取締役管理本部長 鳴尾好司
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平成 28 年８月期第２四半期累計期間の業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ 

 

平成27年９月30日に公表いたしました平成28年８月期第２四半期累計期間の業績予想値と本日公表の

実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記  

 

１． 平成28年８月期第２四半期累計期間の業績予想値と実績値との差異 

（平成27年９月１日～平成28年２月29日） 

 売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属

する四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益

 

前回発表予想(A) 

百万円

6,720

百万円

90

百万円

100

百万円 

40 

円 銭

4.62

実績値(B) 6,692 174 197 10 1.21

増減額(B－A) △27 84 97 △29 －

増減率(％) △0.4 94.1 97.5 △73.8 －

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成27年８月期第２四半期) 
6,231 4 45 △15 △1.72

 

２． 差異が生じた理由 

当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は概ね計画通りに着地いたしました。また、利益面

では、広告宣伝費等の販売費や、人件費を中心とした経費削減効果により、販売費及び一般管理費

が計画に比べ213百万円下回ったこと等から、営業利益は174百万円（予想比94.1%増）、経常利益は

197百万円（同97.5%増）と前回発表予想を上回る結果となりました。一方、親会社株主に帰属する

四半期純利益は10百万円（同73.8%減）と前回発表予想を下回る結果となりました。これは、主に海

外子会社の赤字幅が拡大したことにより、税金等調整前四半期純利益に対する税金費用の割合が当

初の想定を上回ったことが挙げられます。 

なお、通期業績予想につきましては前回発表予想からの変更はございません。また、期末配当金

につきましても、前回発表予想を修正せず、１株当たり５円00銭を予定しております。 

 

（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいており、実際の業

績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上 


